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異分野
融合技術

◆脱炭素の実現
◆飼料代，水処理費用

の削減

◆人件費（50％見込み）の削減
◆光熱費・動力機器電気代（30％見込み）の削減

異分野融合技術と人材育成の両輪を回すことで課題解決を目指す

◆事業者サポート
◆イニシャルコスト低減
◆光熱費（80％以上）

の削減

◆飼料代の削減
◆＋αの収益

運用コストが高いことが最大の欠点

現在の連携＆ウニ養殖ネットワークの構築オゾン技術（特許）の強みと効果
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【閉鎖循環式陸上養殖の特徴・メリット】

きれいな水・人工海水
繰り返し利用

安心安全（その1）
自然災害（津波，台風，
軽石）の影響を受けない

安心安全（その3）
マイクロプラスチック，
赤潮，寄生虫の混入の
心配がない

安心安全（その4）
汚染物質の流入

の心配がない

安心安全（その5）
温暖化の影響を

直接受けない

安心安全（その2）
危険な海に出る

必要がない

◆事業者サポート
◆イニシャル

コスト低減

自然エネ活用
＆熱交換器

“水温管理
システム”
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熱交換
器用
ポンプ

プログラムを入れる
↓

CPU

電源

PLCによる制御
構築（ライセンス・
PC不要，長持ち）

特願2022-123403

“水質浄化技術”
オゾンによる脱窒・殺菌・脱色を

安心安全に行うシステム

“AIカメラ・給餌機”
餌の残量や
なくなる速度を解析

鳥羽商船高専
効率的な給餌タイミング判断

＆ウニの活力管理

給餌機

「開」 「閉」

餌

水質分析

“水質分析アプリ”

初めて
でも使い
やすい！

簡単に
濃度が
わかる！

スマホで「分析支援」，
「簡易分析」を可能に
するアプリの開発

“カーボンニュートラル” “廃棄物の活用”

なまこのフン（ウニとなまこの
ハイブリッド養殖を実施）

ウニ殻・・・血圧降下＆カルシウム
→高齢者向けスーパーサプリ開発

一関高専＆函館高専

なまこのフン・・・藻場・植物の肥料

一関高専，和歌山高専，阿南高専

NH3 O2
CO2固定

餌
アクア
ポニックス

高専発 閉鎖循環式陸上養殖システムの定着と浸透を図る

高専が陸上養殖の社会実装を支援します！

5 tアワビ/年
＝1000万円以上

※
人件費
設備メンテナンス
設備償却
種苗
の費用を除く

北海道浜中町：
平川水産（株）

青森県風間浦村：
ダイセン駒嶺海産（株）

埼玉県久喜市：
（株）山竹

“赤潮被害”で甚大被害
→赤潮フリーでウニ養殖

エゾバフンウニ

“豪雨被害”で道路寸断
→安定したウニ養殖

“コロナ禍”で経営悪化
→海なし県で

ウニ養殖を新事業に

ウニ オゾン
技術

ウニ

オゾン
技術

JST A-STEP
（トライアウト）採択！

事業再構築補助金
採択！

キタムラサキウニ

オゾン・・・脱窒・殺菌・脱色の一括処理が可能（公知）
⇒なぜ閉鎖循環式であまり活用されていないのか？

オゾン

臭素イオン
（海水中に約60 ppm）

アンモニア（毒）オキシダント
猛毒：アンモニア
の20倍以上！

窒素ガス
（完全無毒）

脱窒

＝

残存オキシダント

【本特許の効果】
●養殖や水族館で広く活用が可能
●赤潮フリー環境にすることも可能

殺菌
脱色

排泄

従来技術 特許技術

生物的に問題ない
0.05 ppm以下に抑えることが可能か

No Yes（添加物は一切不要）

釧路根室圏産業
技術振興センター

連携＆ネット
ワーク拡張中

端材わかめ・昆布・・・餌


